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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
体
調
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

花
粉
症
の
方
に
は
辛
い
時
期
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
去
る
2
月
10
日（
日
）、
17

日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
手
作
り

ラ
ン
タ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
例
年
以
上

の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、

大
盛
況
で
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
年
は
長
崎
商

工
会
議
所
青
年
部
、
長
崎
青
年
協
会
と

の
共
同
事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
、
大
人

気
ア
ニ
メ
の
キ
ン
グ
ダ
ム
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
も
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
を
は

じ
め
と
し
ま
す
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は

多
く
の
動
員
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
手
作
り
ラ
ン
タ
ン
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
い
っ
た
よ
う
な
継
続
事
業
は
年

度
ご
と
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
お
力
に

よ
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、
事
業
内
容
が
進
化
し
て
い
き
ま

　

Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
っ
て
い

く
上
で
、
主
な
服
装
は
ス
ー

ツ
か
と
思
い
ま
す
。
先
月
号

で
も
サ
イ
ズ
の
件
を
お
話

し
し
ま
し
た
が
、
ス
ー
ツ
で

は
、
大
き
目
の
サ
イ
ズ
を
着

用
さ
れ
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
中
学

校
や
高
等
学
校
で
は
学
生

服
の
学
校
が
多
く
ご
ざ
い

ま
す
。
学
生
服
を
購
入
す
る
際
は
、
成
長
期
に

も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
も
大
き
目
の
ブ

カ
ブ
カ
な
サ
イ
ズ
の
学
生
服
を
購
入
し
て
い
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
頭
に
あ
り
、

ス
ー
ツ
で
も
大
き
め
の
ス
ー
ツ
を
着
用
す
る
の

で
は
な
い
か
と
私
は
推
測
し
ま
す
。
ス
ー
ツ
の

オ
ー
ダ
ー
を
す
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
多
く
の
方
は
既
製
服
を
購
入
す
る

か
と
思
い
ま
す
。
既
製
服
は
購
入
後
、
直
し
を

す
る
こ
と
が
前
提
で
、
オ
ー
ダ
ー
の
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
も
い
え
な
い
面
も
あ
り

ま
す
。
既
製
服
で
は
、
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
多
く

の
日
本
人
の
体
型
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
型
紙
を

用
い
て
、
日
本
人
に
似
合
う
よ
う
に
メ
ー
カ
ー

ご
と
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
で
は
ス
ー
ツ
の
色
は
、ネ
イ
ビ
ー
、ダ
ー

ク
グ
レ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
と
い
っ
た
ダ
ー
ク
カ

ラ
ー
の
無
地
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
た
約
20
年
前
は
、
就
職
活

動
で
は
ネ
イ
ビ
ー
、
グ
レ
ー
で
し
た
。
最
近
の

就
職
活
動
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ー
ツ
が
汎
用
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
推
奨
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
紳
士
服
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
西
洋
諸
国
で

す
。
西
洋
諸
国
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ー
ツ
を
着
て

い
る
と
、
今
日
は
葬
式
で
す
か
と
聞
か
れ
る
と

か
聞
か
れ
な
い
と
か
。�

～
つ
づ
く
～

�

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
２

す
。
Ｊ
Ｃ
は
毎
年
組
織
が
刷
新
さ
れ
、

新
陳
代
謝
が
な
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
メ

ン
バ
ー
全
員
が
翌
年
同
じ
委
員
会
に
配

属
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員

会
に
新
た
な
風
が
吹
き
こ
ま
れ
、
継
続

事
業
は
新
た
な
発
想
が
加
わ
り
、
よ
り

良
い
事
業
と
し
て
実
施
が
な
さ
れ
ま
す
。

現
在
い
る
メ
ン
バ
ー
同
士
で
の
事
業
構

築
も
当
然
必
要
で
す
が
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
の
新
た
な
発
想
を
加
え
る
と
更
に

良
い
事
業
が
構
築
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
も
拡
大
こ

そ
が
Ｊ
Ｃ
運
動
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
要
因
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
度
は
会
員
拡
大
が
事
業
の
1
丁
目

1
番
地
で
あ
り
ま
す
。拡
大
戦
略
、拡
大

開
発
の
両
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
会
員
拡
大
に
邁
進
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
統
一
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
選
挙
の
年
と
な
り

ま
す
。
皆
様
は
選
挙
に
行
か
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
周
り
で
は

行
か
れ
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
選
挙
は
18

歳
以
上
の
国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か

け
が
え
の
な
い
権
利
で
あ
り
ま
す
が
、

投
票
で
き
る
権
利
の
側
面
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
の
側
面
も
当
然
あ
り
ま
す
。
若

年
層
の
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
の

は
、
誰
が
政
治
を
行
っ
て
も
同
じ
と
考

え
て
お
り
、
投
票
に
行
っ
て
も
無
駄
と

考
え
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
我
が
国
で
も
国

民
一
人
ひ
と
り
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

た
の
は
１
９
４
６
年
以
降
で
す
。
世
界

を
見
渡
す
と
ま
だ
ま
だ
正
当
な
選
挙
権

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
国
も
数
多
く
ご

ざ
い
ま
す
。
若
者
が
選
挙
に
行
か
な
い

か
ら
、
声
を
あ
げ
な
い
か
ら
、
政
治
家

は
選
挙
に
行
く
年
配
者
に
向
け
た
政
策

を
打
ち
出
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
回
、

長
崎
Ｊ
Ｃ
で
は
長
崎
市
長
選
挙
の
公
開

討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
方
選
挙

は
、
こ
の
候
補
者
を
知
っ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
た
、
政
策
で
は
な
く
人
柄
で
投

票
を
行
っ
て
い
る
面
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
候
補
者
が
私
の
た
め
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
で
は
な
く
、
候
補
者
自
ら
が

掲
げ
る
政
策
を
基
に
地
域
の
た
め
に
何

を
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
っ
た
、
政
策

本
位
で
投
票
先
を
決
定
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
各
種

事
業
な
ど
に
多
く
の
動
員
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
各
委
員
会
が
苦
し
み
な
が
ら

生
み
出
す
事
業
で
す
。
事
業
は
か
な
り

前
か
ら
開
催
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
事

業
も
機
会
で
す
。
日
程
調
整
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
事
業
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
自
己
の
成
長
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
第
67
年
度
理
事
長

�

寺
　
岡
　
誠
　
三

理
事
長
挨
拶

かっこいい

であるために
J A Y C E E

スーツ編（上）
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　去る 2月 1 日（金）、ホテルニュー長崎において開催されました「第18回長崎
サミット」に寺岡理事長、田添専務理事が出席されました。会議では、寺岡
理事長より、MICE の必要性や長崎 JC の出前講座などの青少年育成事業に
ついての報告がなされました。長崎 JC が運営として携わる「大学生による
NAGASAKI の観光まちづくり」も寺岡理事長より長崎サミットにて発表がなされました。更に地域への取り
組みとして『手作りランタン体験コーナー』のアピールも行っていただきました。長崎県及び長崎市の産学官
のトップが集う長崎サミットでは唯一の青年団体としての参画です。その後の記者会見では報道関係者から寺
岡理事長へ質問もあり、長崎 JCとして青年の考えを大いに伝えていただきました。

　去る 2月 13 日（水）、ホテルニュー長崎におきまして 2月例会が開催されました。理事長挨拶では特に拡大
活動について全会員に向け熱い言葉があり、本年度目標の 50 名必達に向けて全会員が高い意識を持って取り
組んでほしいとの話がありました。各委員会からの報告や出向者からの報告などが行われ、皆様のご協力のも
と、滞りなく会を進行することができました。
　2月例会では予定時刻よりも早く終了したため、各委員会メンバーもその後の懇親会で大いに盛り上がった
のではないでしょうか？
　例会委員会では今後も有意義な例会を運営して参ります。皆様のご協力を何卒宜しくお願いします。

　去る 2月 13 日（水）にホテルニュー長崎鳳凰閣におきまして 2月定時総会が開催されました。当日は昨年ご
卒業されました第 66 年度理事・役員の先輩方も出席され、昨年度の活動報告及び第 1号議案から第 3号議案
まで審議されました。第 1号議案並びに第 2号議案については一括審議で承認され、第 3号議案についても無
事に承認されました。会員の皆様にはスムーズな議事・進行に協力いただき、総務委員会一同感謝申し上げます。
　総会では第 66 年度理事長光冨理事長への感謝状贈呈も行われ、理事長を務められた 1年間に対し寺岡理事
長から感謝の意を伝えられました。光冨理事長をはじめとする第 66 年度理事・役員の皆様は大変お疲れ様で
した。会員一同感謝申し上げます。
　本年度も 2か月経過し、OB会総会・新年互礼会・2月定時総会・手作りランタンコーナーなどの事業が行
われています。今後も様々な事業が行われると思いますので会員一同協力して事業に邁進していきましょう。

広報レポート

長崎サミット

2月例会

定時総会

� 例会委員会�副委員長�◆�末永敬一朗�君

� 総務委員会�◆�松本　宗幸�君

事業報告

事業報告

【取材後記】定時総会
昨年度卒業された山下先輩、近久先輩、小野原先輩にお会いすることができ嬉しかったです。山下専務理事と山田常務
理事のコンビネーションは、相変わらず秀逸で、お二人の関係から専務理事と常務理事として濃密な 1年半を過ごされ
たことが分かりました。審議もスムーズに行われたため、懇親会をしっかり行うことができました。総務委員会の皆様、
素晴らしい総会の運営をありがとうございます。� （広報委員会／中川　　崇）

事業の詳細はこちらから

事業の詳細はこちらから
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　去る 2月 10 日（日）、2月 17 日（日）、ベルナード観光通りにて、手作りランタン体験コーナーを開催しまし
た。事業当日は両日ともに天候にも恵まれ、多くの来場者で賑わいました。3団体企画でもあるキングダムコ
ラボ企画、又、今回事業に参加していただいた正会員の皆様のご協力のおかげで、両日合わせて、目標の 2,000
キット全てを来場者の方々にお配りすることができました。疲れを見せず来場者の方々と終始笑顔を絶やさず
頑張っていただいた正会員の皆様全員に感謝致します。その中で、今回初めて参加された正会員もいたのでは
ないでしょうか。まちづくりの楽しさを体験することはできましたか？�できましたよね？�ありがとうござい
ます（笑）。そして、今回初の試みとなったフォトコンテストにおいても、多くの方々から応募をいただきまし
た。ご家族で長崎のまちを歩き、作ったランタンキットと一緒に素敵な笑顔で撮った写真を数多く応募してい
ただき、長崎の魅力を十分に発信する機会にすることができました。入賞者の方々へご連絡した際には、皆様
大喜びでした。これからも、長崎のまちを明るく豊かにするために、まちづくり委員会一同精一杯頑張ります
ので、今後ともご協力のほど、宜しくお願い致します。
　この度は、本当にありがとうございました。

� まちづくり委員会�委員長�◆�松島　雄大�君
事業報告

ご来場者の声 来場者アンケートより抜粋

ランタンを作れた
ので良かった。
� （8歳／県内）

絵をかくのが楽し
かった！！
� （9歳／福岡）

着替えて家族で
写真がとれて良
かった！
� （30代／福岡）

実際にランタンを作れて身近に感じ嬉
しかった。長崎独特の文化を感じた。
� （市内）

長崎のゆうめい
なものがしれた。
� （中学生／福岡）

寒い中いつもありがとうございます。
また、来年もきます。
� （鹿児島）

ランタンの中が
分かった。
� （30代／市内）

なかなか体験できないのでとても良
かった。とてもみなさん親切でこちらに
来るのが楽しみでした。
� （中学生／熊本）

地域のつながり
や温もりを感じ
た。
� （30代／福岡）

毎年作っているか
ら。子どもが長崎
のことを知ってきた。
� （市内）

いい時間を過ごせました。長崎を楽し
く元気にして下さい。ありがとうござい
ました。
� （市内）

子どもがよろこ
んでまた来たいと
いっています。
� （県内）

凄く楽しかったで
す。
� （50代／福岡）

子どもがとても喜
びました。
� （市内）

ランタンが自分の
ものになって嬉し
い。
� （11歳／市内）

子ども達が凄く
喜んでます。
� （福岡）

街中で見たランタンをもって帰れるので
家でも楽しめる。
� （小学生／福岡）

子どもがとても喜
びました！�ありが
とうございました。
� （県内）

自分達もランタン
に参加できたよう
な気がしました。
� （市内）

手作りランタン体験コーナー
事業の詳細はこちらから
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【取材後記】手作りランタン体験コーナー
今回、初めて「手作りランタン体験コーナー」に参加しました。当日は多くの来場者に戸惑いました。長崎に住んでい
ながら、ランタンフェスティバル自体もあまり行く機会はありませんでしたが、まちも盛り上がっていて、参加できて
良かったです。又、警備や作成を行いましたが、職業柄（酒類販売）子ども達と触れ合う機会は普段あまりありません
ので、多くの子ども達の笑顔が見れて嬉しかったです。� （広報委員会／林　孝一郎）

　まずは本事業にご参画いただいたメンバーの皆様に御礼申し上げます。お陰様で大盛況のうちに本事業を終
えることができました。皆様方のご協力あってのことでした。ありがとうございました。
　本事業は、去る 2月 5 日（火）～ 2月 19 日（火）開催のランタンフェスティバルにアニメの「キングダム」を
コラボさせたキングダムプロジェクトを長崎青年 3団体（NYA、YEG、JC）の共同事業として立ち上げ、実施
致しました。
　本事業は、①長崎の観光地をめぐるキングダムスタンプラリー、②キングダムの実写化を記念したキングダ
ム展、③キングダムとコラボした手作りランタン体験コーナー、④ランタンとコラボしたキングダムオリジナ
ルグッズの販売などを行いました。
　テレビ局の取材などによる告知効果もあり、非常に
たくさんのお客様をお迎えさせていただきました。キ
ングダム展の展示会場である孔子廟では昨年比 1.3 倍
の来場者数（17,000 人）、グッズ販売では即完売したも
のも多数あり、総売り上げは約 500 万円となっており
ます。
　又、ランタン実行委員会や市の観光課からもお褒め
の言葉をいただきました。本事業は 3団体で協力した
からこそ達成できたと思います。今後も継続して 3団
体の絆を深め、長崎を盛り上げる事業を考えていきた
いです。

キングダムプロジェクト
� 事務局長�◆�西岡　英樹�君

事業報告

【取材後記】キングダムプロジェクト
今回、キングダムとのコラボ企画という斬新な取り組みで、今までランタンフェスティバルを知らなかった方にも来場
していただく機会を作ることができ、長崎だからこそできる企画だったと思います。今後もコラボ企画や新しい取り組
みを、我々が中心となり実施することで、長崎の魅力を発信できるよう運動・活動していきたいと思います。
� （広報委員会／楊　　和樹）

事業の詳細はこちらから
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拡大特集

① 自己紹介（家族や趣味、職場の紹介、入会の経緯など）
② 会員拡大担当になったときの感想
③  拡大対象者に会わせたいメンバー（OB 含む）又は

連れて行きたいメンバー（OB 含む）のお店とその
理由

青少年育成委員会 副委員長
臼木　琢哉 君
① �61 入会の臼木です、㈲南陽リー
スという会社で建設機械のレンタ
ル・販売・修理などを取り扱ってお
ります。趣味は見かけによらずベースを弾くことです、
最近はありがたいことにいろいろな方のおかげで長崎
各地のお店などで演奏をさせてもらったりしています。

②�前年お世話になった大川さんが委員長をされると聞き、
少しでも力になりたいという思いで拡大担当を受けさ
せていただきました。大川さん見てますかぁ～！

③�素晴らしい現役メンバーや先輩方ばかりなのですが……。私が
特にお世話になった方で、山下大作先輩を挙げさせていただき
ます。いつも仲間のことを想って行動されている姿に心を打たれ
ました。又、事業を通して多くのことを学ばせていただきました。

まちづくり委員会 副委員長
北尾　聡子 君
①�結婚して5歳の娘がおり、昼間は
大同生命の営業、夜は委員会があ
る日は JC、ない日は家でビールを
飲んでいます。入会の経緯は、たまたまお誘いがあり、
JCについていろいろと話を聞いたり、公開例会へ参
加させていただいてから入会することを決めました。

②�私自身、昨年入会したばかりなので、どのような活動
をしていくのか全く分からず不安でした。ですが、今
は委員会メンバーのご協力のおかげで、とても助けら
れています。

③�拡大対象者に会わせたいのは、まちづくり委員会の松
島委員長です。熱い熱い思いを拡大対象者へ伝えて
いただきたいですね。

事務局 事務局長
西岡　英樹 君

①�今年度、事務局長を務めておりま
す西岡です。JC への入会は親が
JC出身だったこともあり、長崎に戻ってきたタイ
ミングで半強制的に入会することになりました。

②�事務局は他の委員会と比べて人数が少ないですが、
少ないなりに次長と協力して会員拡大を進めていま
す。

③�拡大対象者に会わせたいメンバーは、中村吉治先輩
です。中村先輩とは少しのお付き合いではあります
が、会話がおもしろく、ポジティブに考える思考が
拡大対象者に対してプラスに働くのではないかと
思ったのが理由です。

拡大開発委員会 副委員長
片山　耕平 君
①�拡大開発委員会の片山（独身）です。
私は第 59 年度入会で、新幹線が長
崎を走っている頃の第 70 年度に卒
業予定です。職場は長崎ケーブルメディアという放送・
通信サービスをお客様へ提供する会社です。私が入会す
る前に前任者がいたのですが、前任者の部署異動の関係
で私が入会することとなりました。趣味は旅行といえば
ありがちですが、国内で行ったことがない都道府県が 4
県あるのでいつかは制覇したいと思っています。
②�池田委員長からお声掛けをいただいた際に同期であ
る山本副理事長のお顔が浮かび、やらんといかん！
と思いお引き受けしました。
③�中島隼人先輩の長崎堂さん。お店の窓際でカステラを食べな
がら、「きょうも観光客の多かねぇ」とくつろげる場所です。

拡大戦略委員会 副委員長
山崎　祐紀 君
①�家族は嫁と犬（トイプードル 1匹）
です。仕事内容は住宅塗装の営業、
管理が主です。入会のきっかけは
4年前に今の会社に入社して、人脈を広げたいと思っ
ていたところ、先輩からの誘いで入会しました。

②�昨年の経験から、拡大こそJC活動において最も重要
なことだと感じました。なので、委員長より声を掛け
ていただいて嬉しかったです。

③�西野外部監事です。仕事もJCも尊敬できる部分がたくさん
あります。JCにおいては、出向や理事を何度もされていらっ
しゃるので、JCの魅力を多く知る方ではないでしょうか。又、
クリニックでは患者としてお世話になってます。とても良くし
ていただいてるので、歯のことで困ったらおススメします。

50人達成を　双肩に担う！！
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拡大特集

拡大担当
副委員長紹介

例会委員会 副委員長
平岡　祐司 君

①�介護施設で高齢者のお世話をさせ
ていただきながら、地域で運動教
室の開催、慰問やボランティアの受け入れを担当し
ています。家では三十路を迎える嫁さんと 2人で毎
日まったり過ごしています。

②�「うわー俺に務まるのかよ……」というのが正直な
気持ちでした。しかし委員会メンバーの協力もあり
良い経験をさせていただいています。感謝！！

③�岩永篤君の「焼肉　真」です。理由は 1つ。なんで
も美味しい！�強いてオススメをあげるならばハラミ
です。最高のお肉と最高の接客で対象者も大満足間
違いなし！！

渉外交流委員会 副委員長
当麻　　葵 君

① �JC に入会したきっかけは 25 歳
のときに同業者である青山先輩か
らの紹介で入会しました。こんな世界初めて経験し
ました。メンバーもすごい方ばかりだし、ただただ
驚くばかりでした。

②�やるっきゃない！と思いました。

③�川野由香里先輩。やはりスナック律子でしょ！�JC
でもたくさんのことを教えていただき、入会当初か
ら今でもプライベートでも仲良くさせていただいて
います。私の大好きな先輩です。

広報委員会 副委員長
三浦一太郎 君
①�家族構成は、妻と子ども 3人（男
ばかり）の 5人家族です。たまに
家族で旅行に行ってます。職場は、
松山町の交差点にあるビルの 5階で保険代理業を営
業しております。JCは H21 年に伊藤信博先輩の紹
介で「とりあえず印鑑押して、明日までに入会申込
書出して～」といわれて入会しました。

②�ラストイヤーなので、気合い入れて頑張ろうと思っ
ています。が、拡大活動が全体事業である認識をど
うメンバーに伝えたら良いか悩んでます……。

③�中村吉治先輩です。拡大活動の実績も抜群にござい
ますし、私の JCライフに最も影響を与えていただ
いた方だからです。

総務委員会 副委員長
森田　眞源 君
①�弘仁寺の住職です。宗派を問わず、
護摩・瞑想・相談をお受けしてい
ます。家族は妻と娘で、馬場雅朗
先輩の紹介で第 63年度（2015年）に入会しました。

②�正直、驚きました。でも、周りのメンバーを信じれば、
なんとかなると思いました。

③�是非会ってほしいのは JCOBであります茶道裏千家の千
玄室大宗匠です。昨年長崎に大宗匠がお越しの際、居並
ぶ茶道関係者の中、長崎 JC茶道同好会員だけが、大宗
匠と握手していただきました。歴史の重みを知る方の気迫
とJCへの信頼感が手の平を通してビリビリと伝わりまし
た。是非、青年会議所茶道同好会に入っていただき、JC
に入らなければ決して味わえない体験をしてみませんか。

会員開発委員会 副委員長
浦　　勝喜 君

①�入会の経緯ですが、いつの間にか誘われて、いつの
間にか入って早 3年。

②�なりゆきで拡大担当になり、とりあえずやってます。

③�これから探していきたいです。

50人達成を　双肩に担う！！
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順位 氏　名 OUT IN GR HDCP NET
1 古関　徳幸 48 50 98 25 73
2 中川　　崇 46 47 93 20 73
3 川端　英之 44 50 94 19 75
4 池田浩太郎 47 51 98 23 75
5 峰　　栄樹 42 48 90 15 75
6 末永敬一朗 51 55 106 30 76
7 山口　　潤 45 56 101 24 77
8 小島　心平 56 52 108 30 78
9 瀬戸口裕正 50 49 99 20 79
10 山下　直之 50 50 100 19 81
11 岩永　　篤 57 51 108 24 84
12 坂本　浩二 57 58 115 30 85
13 原口　　誠 62 53 115 30 85
14 鳥居　洋介 53 46 99 12 87
15 山道　英樹 60 51 111 22 89
16 大津山裕次郎 60 59 119 30 89
17 小栁　真一 62 58 120 30 90
18 小西　貴之 60 66 126 30 96
19 土井あかり 67 65 132 30 102

じゃがいも倶楽部 2月例会

定時総会及び懇親会 野球部新年会

じゃがいも倶楽部

長崎ブロック建設クラブ 野球部

� 代表幹事�◆�山口　　潤�君

� クラブ代表�◆�赤瀬　直樹�君 � 監督�◆�磯　一太郎�君

クラブ活動

クラブ活動 クラブ活動

事業の詳細はこちらから

　去る 2月 16日（土）、喜々津カントリー倶楽部におきまし
て、じゃがいも倶楽部 2月例会が開催されました。当日の天
気予報は雨の予報でしたがご参加いただいたメンバーの日頃
の行いにより晴間がのぞく絶好のゴルフ日和になりました。
ゴルフではモグラがたくさんいたので叩いてきました。夜の
懇親会におきましても多くの先輩にご参加いただきゴルフの
話で盛り上がりました。次回は 4月を予定してますのでご参
加お待ちしております。楽しくゴルフをしましょう！！

　長崎ブロック建設クラブ　クラブ代表の赤瀬です。去る
2月 23日（土）、ホテルニュー長崎におきまして、長崎ブ
ロック建設クラブ定時総会及び懇親会を開催させていただ
きました。来賓には日本青年会議所　建設部会　シニア交
流会　関代表幹事をはじめとするシニア交流会 3名と日
本青年会議所　建設部会　九州・沖縄地区担当　斉藤副部
会長をはじめとする役員3名にお越しいただき、特別会員・
現役会員 25名にご参加をしていただきました。
　皆様のご協力のもと、無事に終えることができ、2019
年度の新体制でスタートです！
　今後とも皆様のお力添えを何卒宜しくお願い致します。

　去る 2月 22日（金）、京華園において
野球部新年会を開催致しました。当日は
野球部OBの皆様にも参加いただき叱咤
激励を受けるとともに、現役との親睦を
深める素敵な新年会となりました。又、
ここ最近弱体化しているチームを鍛え直
すべく南の方でキャンプすることを発表
し、まずはチーム一丸となることを決意
いたしました。
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